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広報もとみや号外（１）

(上)屋根瓦を高圧洗浄をする様
子

(下)除染作業により使用した水
はゼオライトを使用して、
二重にろ過する方法がとら
れました

３
月
９
日
か
ら
和
田
地
区

で
、
住
宅
の
モ
デ
ル
除
染
が

始
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
モ
デ
ル
除
染
は
、
市

が
こ
れ
か
ら
市
内
の
住
宅
の

本
格
的
除
染
に
取
り
組
む
前

に
、
効
果
的
な
除
染
の
方
法

を
検
証
す
る
た
め
に
実
施
さ

れ
た
も
の
で
、
市
内
で
も
比

較
的
線
量
の
高
い
と
さ
れ
る

和
田
地
区
で
、
小
さ
な
子
ど

も
の
い
る
世
帯
を
２
軒
選
定

し
、
各
種
方
法
に
よ
る
除
染

の
効
果
を
検
証
し
ま
し
た
。

主
な
除
染
の
方
法
は
、
布

タ
オ
ル
で
の
拭
き
取
り
、
ブ

ラ
シ
洗
浄
、
高
圧
洗
浄
、
敷

地
の
表
土
除
去
な
ど
で
、
除

染
作
業
に
よ
り
生
じ
た
土
砂
、

作
業
で
使
用
し
た
布
等
は
、

敷
地
内
へ
地
下
埋
設
し
仮
置

き
す
る
方
法
が
と
ら
れ
ま
し

た
。除

染
結
果
に
つ
い
て
は
、

次
回
以
降
お
知
ら
せ
い
た
し

ま
す
。

【住宅のモデル除染のイメージ図】

雨樋の掃除

高圧洗浄

ブラシ洗浄

《除染作業の主な工程》
［屋根］

①落葉などの除去
②布タオルで拭き取り
③水を散布しブラシ洗浄
④高圧洗浄→効果を確認

［外壁］
①布タオルで拭き取り
②水洗い、ブラシ洗浄、高圧洗浄

［外構等］
①玄関前タイルを布タオルで拭き取り
②水洗い、ブラシ洗浄
③高圧洗浄

［敷地］
①表土除去、砕石敷ならし、

客土、圧密による
原状回復、側溝清掃、洗浄

(

右)

和
田
地
区
の
住
宅
モ
デ
ル
除
染
を
視
察
す
る
高
松
市

長
。
現
場
の
担
当
者
か
ら
除
染
の
進
め
方
の
説
明
を
受
け

ま
し
た

▲実際には足場を組み、養生ネットを張

った上で、作業員は安全ベルトを装着し

て安全を確保、作業が行われました。

※それぞれの工程で室内の
線量を測定し、除染効果
を確認します。



広報もとみや号外（２）

３
月

日
、
高
松
義
行
市

16

長
は
、
本
宮
市
役
所
を
訪
れ

た
東
京
電
力
㈱
宮
本
史
昭
務

取
締
役
に
対
し
て
「
東
京
電

力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所

事
故
を
起
因
と
す
る
生
涯
損

害
等
の
完
全
賠
償
を
求
め
る

要
求
書
」
を
手
渡
し
ま
し
た
。

こ
の
要
求
書
は
、
原
発
事

故
か
ら
１
年
が
経
過
し
、
被

ば
く
市
民
、
自
治
体
へ
の
対

策
が
一
向
に
進
ま
ず
、
私
た

ち
の
不
安
と
怒
り
が
増
す
ば

か
り
で
あ
る
こ
と
、
子
ど
も

た
ち
の
教
育
環
境
を
は
じ
め
、

農
林
業
、
商
工
業
、
観
光
業
、

医
療
福
祉
と
あ
ら
ゆ
る
生
活
に

対
し
て
損
害
を
発
生
さ
せ
て
い

る
こ
と
を
、
原
因
者
で
あ
る
東

京
電
力
㈱
に
対
し
て
、
あ
ら
た

め
て
最
大
限
の
怒
り
を
も
っ
て

抗
議
し
、
誠
意
あ
る
対
策
・
対

応
を
求
め
た
も
の
で
す
。

宮
本
常
務
は
、
放
射
能
漏
れ

事
故
に
関
し
て
謝
罪
し
た
も
の

の
、
要
求
書
に
つ
い
て
は
「
社

に
持
ち
帰
っ
て
検
討
し
た
い
」

と
言
う
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。

【
要
求
書
全
文
】

東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電

所
事
故
を
起
因
と
す
る
生
涯
損
害

等
の
完
全
賠
償
を
求
め
る
要
求

平
成

年
３
月

日
発
令
の
緊
急
事

23

11

態
宣
言
、
そ
し
て
、
同

日
の
貴
社
福

14

島
第
一
原
子
力
発
電
所
３
号
機
水
素
爆

発
以
降
の
放
射
性
物
質
放
出
拡
散
か
ら

早
１
年
が
経
過
し
た
。

こ
の
間
、
当
面
の
危
険
を
回
避
し
た

現
場
作
業
員
の
努
力
は
称
賛
に
値
す
る

し
、
今
も
我
が
身
を
削
り
続
け
る
こ
と

に
感
謝
の
念
を
禁
じ
得
な
い
。

し
か
し
、
放
射
能
放
出
源
の
対
策
が

着
々
と
進
め
ら
れ
る
に
対
し
、
被
曝
市

民
お
よ
び
被
災
自
治
体
に
対
す
る
対
策

は
、
今
な
お
緒
に
就
い
た
ば
か
り
で
、

何
一
つ
解
決
の
糸
口
が
見
え
ず
、
住
民

の
不
安
と
怒
り
は
つ
の
る
ば
か
り
で
あ

る
。本

市
は
、
住
民
の
健
康
を
守
る
こ
と

を
第
一
に
、
教
育
環
境
等
子
ど
も
た
ち

の
被
曝
低
減
化
や
内
部
被
曝
検
査
等
に

傾
注
し
て
き
た
が
、
被
災
は
農
林
業
、

商
工
業
、
観
光
業
、
教
育
、
医
療
お
よ

び
福
祉
に
も
及
び
、
市
民
の
怒
り
は
止

ま
る
こ
と
を
知
ら
な
い
。

こ
れ
ら
市
民
の
心
の
底
か
ら
の
怒
り

を
一
身
に
担
い
、
本
事
故
の
原
因
者
で

あ
り
責
任
者
で
あ
る
貴
社
に
、
あ
ら
た

め
て
最
大
限
の
憤
り
を
も
っ
て
抗
議
す

る
と
と
も
に
、
次
の
通
り
、
本
宮
市
民

が
被
っ
た
様
々
な
損
害
の
全
て
を
賠
償

す
る
こ
と
を
強
く
要
求
す
る
。

記

一
．
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電

所
事
故
が
な
け
れ
ば
生
じ
る
こ
と
の

無
か
っ
た
全
て
の
損
害
（
身
体
お
よ

び
精
神
的
損
害
を
含
む
）
に
つ
い
て
、

事
故
前
の
状
態
に
完
全
回
復
す
る
こ

と
は
勿
論
、
生
涯
に
わ
た
る
健
康
管

理
と
発
症
対
応
等
、
最
後
ま
で
確
実

に
且
つ
迅
速
に
全
額
を
賠
償
す
る
こ

と
。
併
せ
て
、
事
故
が
な
け
れ
ば
生

じ
な
か
っ
た
自
治
体
経
費
に
つ
い
て

も
、

最
後
ま
で
確
実
に
且
つ
迅
速

に
全
額
を
賠
償
す
る
こ
と
。

二
．
原
子
力
損
害
賠
償
紛
争
審
査
会
指

針
は
、
最
小
限
の
賠
償
基
準
で
あ
る

こ
と
を
踏
ま
え
、
原
因
者
で
あ
る
責

任
を
全
う
し
、
全
て
の
賠
償
請
求
を

被
災
者
の
立
場
に
立
っ
て
受
理
す
る

と
と
も
に
、
被
害
の
実
態
に
即
し
た

賠
償
を
柔
軟

且
つ
迅
速
に
行
う
こ

と
。

三
．
市
民
の
不
安
や
怒
り
に
対
し
、
一

人
ひ
と
り
の
市
民
に
寄
り
添
う
き
め

細
か
な
相
談
体
制
を
構
築
す
る
と
と

も
に
、
心
の
ケ
ア
を
行
う
こ
と
。

四
．
貴
社
が
、
本
事
故
の
原
因
者
で
あ

り
責
任
者
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
る
こ

と

な
く
、
国
策
と
し
て
共
に
原
子

力
政
策
を
進
め
て
き
た
国
以
上
の
責

任
を
自
覚
し
、
真
に
本
災
害
が
収
束

す
る
ま
で
の
間
、
原
子
力
損
害
賠
償

制
度
以
外
の

新
た
な
被
災
救
済
の

枠
組
み
を
自
ら
制
度
化
す
る
な
ど
、

原
子
力
災
害
に
苦
し
む
被
災
地
の
再

建
・
復
興
、
そ
し
て
人
間
復
興
に
向

け
、
社
命
を
捧
げ
る
こ
と
。

平
成

年
３
月

日

24

16

東
京
電
力
株
式
会
社

取
締
役
社
長

西

澤

俊

夫

様

東京電力㈱宮本史昭常務(右)へ要求書を手渡す

高松市長

生
涯
に
わ
た
る
損
害
に
対
し
て



■
実
施
人
数
（
３
月

日
現
在
）

13

・
４
歳
以
上
未
就
学
児

８
６
９
人

・
小
学
生

３
４
８
人

・
中
学
生

４
９
人

・
高
校
３
年
生

３
２
９
人

・
４
歳
以
上
未
就
学
児
保
護
者
７
８
４
人

・
４
歳
未
満
幼
児
の
保
護
者

１
４
７
人

・
妊
婦

８
０
人

・
大
玉
村

５
３
５
人

合
計
３
，
１
４
１
人

※
預
託
実
効
線
量

（
成
人
で
は

年
間
、

50

子
ど
も
で
は

歳
ま
で
に
体
内
か
ら
受

70

け
る
と
思
わ
れ
る
内
部
被
ば
く
線
量
）

【
甲
状
腺
検
査
】

甲
状
腺
の
検
査
は
、
昨
年

月

日

11

25

よ
り
毎
週
金
曜
日
の
午
後
に
実
施
て
お

り
ま
す
。
現
在
ま
で
異
常
が
認
め
ら
れ

る
お
子
さ
ん
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

■
実
施
人
数

２
０
３
人

(

３
月

日
現
在)

14

白
沢
地
区
の
４
歳
未
満
の
お
子
さ
ん

の
検
査
は
終
了
し
、
現
在
、
高
木
地
区

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

３
月
末
か
ら
仁
井
田
地
区
の
検
査
が

始
ま
り
ま
す
。

【
ガ
ラ
ス
バ
ッ
ジ
】

昨
年
９
月
１
日
か
ら

月

日
ま
で

11

30

の
３
カ
月
間
、
中
学
生
以
下
の
子
ど
も

と
妊
婦
の
皆
さ
ん
が
ガ
ラ
ス
バ
ッ
ジ
を

着
用
し
、
積
算
線
量
を
測
定
し
た
結
果

が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

ガ
ラ
ス
バ
ッ
ジ
回
収
人
数
は
、
４
，

７
４
２
人
で
、
最
小
値
は
検
出
限
界
値

未
満
、
最
大
値
は
１
．
６
㍉
シ
ー
ベ
ル

ト
、
全
体
の
平
均
値
で
は
０
．
４
２
㍉

シ
ー
ベ
ル
ト
で
し
た
。

こ
の
結
果
か
ら
本
宮
市
放
射
線
健
康

リ
ス
ク
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
野
口
邦
和
先
生

と
福
島
県
立
医
科
大
学
お
よ
び
福
島
県

線
量
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
グ
ル
ー
プ
の
委

員
の
先
生
方
よ
り
次
の
と
お
り
ア
ド
バ

イ
ス
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

▽
前
回
結
果
と
合
わ
せ
た
３
カ
月
間

の
結
果
を
検
証
し
ま
し
た
が
、
健

康
へ
の
影
響
を
心
配
す
る
レ
ベ
ル

の
線
量
の
方
は
お
り
ま
せ
ん
。

▽
市
で
は
市
内
全
域
の
除
染
に
取
り

組
み
ま
す
。
放
射
性
物
質
は
時
間

と
と
も
に
減
少
す
る
特
性
が
あ
り

ま
す
の
で
、
空
間
線
量
は
低
下
す

る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。
。

測
定
値
の
分
布

検
出
限
界
値
未
満
～

０
・
３
㍉
シ
ー
ベ
ル
ト

２
，
１
３
９
人

０
・
４
～
０
・
６
㍉
シ
ー
ベ
ル
ト

２
，
２
０
７
人

０
・
７
～
０
・
９
㍉
シ
ー
ベ
ル
ト

３
４
６
人

１
・
０
～
１
・
１
㍉
シ
ー
ベ
ル
ト

人
41

１
・
２
㍉
シ
ー
ベ
ル
ト

以
上

９
人

【
電
子
式
積
算
線
量
計
】

高
校
生
以
上
の
方
々
を
対
象
と
し
て
、

電
子
式
積
算
線
量
計
を
１
～
２
週
間

貸
し
出
し
た
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。貸

出
人
数

４
８
３
人

(1)

（
３
月

日
現
在
）

14

年
間
線
量
の
推
計
値

(2)
■
自
然
放
射
線
に
よ
る
寄
与
を
含

む
放
射
線
量

（
単
位
：
㍉
シ
ー
ベ
ル
ト
／
年

）

・
最
小
値

０
．
６
７

・
最
大
値

４
．
７
５

・
平
均
値

１
．
９
３

■
福
島
原
発
事
故
に
起
因
す
る
年

間
線
量
の
推
計
値

（
単
位
：
㍉
シ
ー
ベ
ル
ト
／
年

）

・
最
小
値

０
．
０
０

・
最
大
値

３
．
５
９

・
平
均
値

１
．
０
９

測
定
値
の
分
布

(3)

１
㍉
シ
ー
ベ
ル
ト

以
下

２
４
３
人

（

・

％
）

50

31

１
～
２
㍉
シ
ー
ベ
ル
ト

以
下

２
１
３
人

（

・

％
）

44

10

２
～
３
㍉
シ
ー
ベ
ル
ト

以
下

２
４
人

（
４
・

％
）

97

３
㍉
リ
シ
ー
ベ
ル
ト

以
上

３
人

（
０
・

％
）

62

※
推
計
値
で
は

０
～
２
㍉
シ
ー
ベ

ル
ト
の
方
が
全
体
の

.

％
を
占

94

41

め
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

保
健
課(

え
ぽ
か
内)

健
康
増
進
係

☎
６
３-

２
７
８
０

【
ホ
ー
ル
ボ
デ
ィ
ー
カ
ウ
ン
タ
ー
】

昨
年

月
１
日
よ
り
ホ
ー
ル
ボ
デ

12

ィ
カ
ウ
ン
タ
ー
に
よ
る
検
査
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
現
在
ま
で
に
※
預
託
実

効
線
量
が
１
㍉
シ
ー
ベ
ル
ト
を
超
え

た
方
は
、
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

検
査
の
進
捗
状
況
は
、
３
月
中
に

は
白
沢
地
区
の
小
中
学
生
の
検
査
が

終
了
し
ま
す
。
４
月
か
ら
は
本
宮
地

区
の
小
中
学
生
の
検
査
が
始
ま
る
予

定
で
す
。

広報もとみや号外（３）

「

歳
以
上
の
高
齢
者
（

価
）
肺
炎

65

23

球
菌
ワ
ク
チ
ン
」
の
接
種
期
間
が
延
長

さ
れ
ま
し
た
。

高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
期
間
は
平
成

年
３
月

日
ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
接

24

31

種
希
望
者
の
急
増
に
伴
う
ワ
ク
チ
ン
不
足
等
に
よ
り
、

接
種
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
方
に
対
し
、
期
間
が
延

長
さ
れ
ま
し
た
。
た
だ
し
、
今
年
３
月

日
ま
で
に

31

医
療
機
関
に
接
種
予
約
を
し
た
方
の
み
が
対
象
と
な

り
ま
す
。
接
種
に
つ
い
て
は
６
月

日
ま
で
と
な
り

30

ま
す
。

ま
だ
、
お
済
み
で
な
い
方
で
接
種
を
希
望
す
る
方

は
、
３
月

日
ま
で
に
必
ず
予
約
を
入
れ
て
い
た
だ

31

き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

保
健
課(

え
ぽ
か
内)

健
康
増
進
係

☎
６
３-

２
７
８
０



◆
問
い
合
わ
せ
先

幼
保
学
校
課

幼
保
教
育
係

☎
３
３-
１
１
１
１(

内
線
２
３
４)

総
務
費
寄
附
金

件
40

３
千
８
百

万
６
千
２
７
６
円

90

ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金

件
25

６
百

万
９
千
５
７
１
円

16

【
充
当
先
・
充
当
額
】

◇
総
務
費
寄
附
金
（
災
害
復
旧
・
復
興
）

防
災
通
信
施
設
管
理
事
業

７
百

万
８
千
８
７
３
円

32

小
学
校
災
害
復
旧
事
業

１
千
２
百
４
２
万
５
千
円

中
学
校
災
害
復
旧
事
業

１
千
７
百
５
９
万
５
千
４
０
３
円

東
日
本
大
震
災
対
策
事
業

万
円

91

室
内
遊
び
推
進
事
業

万
７
千
円

64

合
計
３
千
８
百

万
６
千
２
７
６
円

90

◇
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金
（
災
害
復
旧

・
復
興
・
市
長
に
お
ま
か
せ
な
ど
）

福
祉
バ
ス
運
行
事
業

万
５
千
円

60

子
育
て
支
援
推
進
事
業
（
え
ぽ
か
）
５
万
円

農
産
物
等
風
評
被
害
対
策
事
業

万
円

60

小
学
校
（
白
岩
小
）
読
書
活
動
推
進
事
業

万
円

10

児
童
健
康
づ
く
り
推
進
事
業

２
百
４
万
８
千
３
５
１
円

道
路
橋
り
ょ
う
災
害
復
旧
事
業

１
万
５
千
円

本
宮
市
民
元
気
い
き
い
き
応
援
プ
ラ
ザ

災
害
復
旧
事
業

万
円

10

カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
災
害
復
旧
事
業

１
百

万
５
千
円

75

東
日
本
大
震
災
対
策
事
業

万
６
千
２
２
０
円

89

合

計
６
百

万
９
千
５
７
１
円

16

東
京
電
力
㈱
福
島
第
一
原
発
事
故

に
よ
り
、
市
外
に
避
難
し
て
い
る
お

子
さ
ん
を
お
持
ち
の
方
が
、
避
難
先

で
認
可
保
育
所
に
入
所
で
き
る
よ
う

体
制
を
整
え
ま
し
た
。

こ
の
制
度
で
は
、
市
内
の
保
育
所

入
所
同
様
、
保
護
者
の
就
労
な
ど
の

理
由
に
よ
り
、
保
育
に
欠
け
る
状
態

で
あ
る
こ
と
が
前
提
で
す
。

保
育
料
は
、
本
宮
市
の
料
金
体
系

と
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合

せ
く
だ
さ
い
。

自
家
用
農
産
物
の
放
射
性
物
質

測
定
所
が
、
白
沢
総
合
支
所
か

ら
白
沢
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

(

旧
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー)

へ
一
時
移
転
し
ま
し
た
の
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

移
転
は
、
４
月
下
旬
ま
で
の
予

定
で
す
。
お
間
違
え
の
な
い
よ

う
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

昨
年
４
月
５
日
以
降
、
放
射
性
ヨ
ウ
素
、
放

射
性
セ
シ
ウ
ム
は
検
出
さ
れ
て
お
り
ま

せ
ん
の
で
、
安
心
し
て
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

企
業
局
上
下
水
道
課

☎
６
３-

１
１
３
２

広報もとみや号外（４）

国
・
県
か
ら
本
宮
市
に
配
分
さ
れ
た

災
害
義
援
金
の
配
分
状
況
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
災
害
義
援
金
は
震
災
に
よ
り

住
宅
が
半
壊
以
上
と
な
っ
た
世
帯
に
対

し
て
配
分
し
ま
し
た
。

ま
た
、
直
接
本
宮
市
に
寄
せ
ら
れ
た

義
援
金
は
３
月

日
現
在
で

件
、
７

16

91

百
２
０
万
６
千
３
５
３
円
で
、
市
の
災

害
見
舞
金
に
充
当
し
、
半
壊
以
上
の
世

帯
に
配
分
し
ま
し
た
。

■国・県義援金の配分状況
区分 配分件数 配分金額
全 壊 18件 21,794,544円
半 壊 207件 131,528,628円
計 225件 153,323,172円

■本宮市災害見舞金の配分状況
区分 配分件数 配分金額
全 壊 18件 3,820,000円
半 壊 207件 27,920,000円
計 225件 31,740,000円

(上記表は３月２１日現在)

◆
問
い
合
わ
せ
先

社
会
福
祉
課

社
会
福
祉
係

☎
３
３-

１
１
１
１(

内
線
１
３
１)

災
害
復
旧
・
復
興
な
ど
を
目
的

に
市
に
寄
せ
ら
れ
た
寄
附
金
お
よ

び
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金
に
つ
い

て
、
そ
の
額
と
使
途
に
つ
い
て
次

の
と
お
り
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

秘
書
広
報
課

秘
書
係

☎
３
３-

１
１
１
１(

内
線
２
２
２)

◆
問
い
合
わ
せ
先

農
政
課

☎
３
３-

１
１
１
１(

内
線
１
５
７)


